様式第１号                                                           　　　　　　　　　　　　　　　
公認競技長認定申請書
（　Ａ　級　・　Ｂ　級　）
社団法人日本ダンススポーツ連盟会長　殿
申請        　年    　月    　日

	申
請
者
	加　　盟

団 体 名
	
	ＪＤＳＦ　会員番号
	

	
	支 部 名
	
	競 技 長　　認定番号　
	

	
	市区町村

連 盟 名
	
	競 技 長

認 定 日
	　　　　　　　・　　　・


	
	フリガナ
	
	性　  別
	男　・　女

	
	氏　　名
	
	生年月日
	・    　・

	
	住　　所
	〒

	
	Ｔ Ｅ Ｌ
　  ＆
Ｆ Ａ Ｘ
	TEL                        　　
（自宅）        ‐    　　‐
(勤務先)        ‐      　‐
	FAX

        　‐      　　‐
        　‐      　　‐

	認
定
要

　　　　　　　
件


	講　  習
年 月 日
	　　　　　　・　　　・
	講 習
会 場
	

	
	実務経験
	年 月 日
	大　会　名
	実　務　経　験
	添付資料

	
	
	
	
	（Ｂ）競技会の企画、運営
（Ｂ）競技長の補佐

（Ａ）Ｂ級競技長の経験
	

	
	
	
	
	（Ｂ）競技会の企画、運営

（Ｂ）競技長の補佐

（Ａ）Ｂ級競技長の経験
	

	
	
	
	
	（Ｂ）競技会の企画、運営

（Ｂ）競技長の補佐

（Ａ）Ｂ級競技長の経験
	


（注）１．本申請書は、ＪＤＳＦ公認の競技長講習会で資格取得の受験をする場合に予め提出するものとする。

　　　　　単に受講のみの場合は、提出を要しない。

　　　２．（Ａ級・Ｂ級）は、Ａ級を受験する場合はＡ級に○を、Ｂ級を受験する場合はＢ級に○を付ける。

　　　　　Ｂ級保持者はＢ級を、Ａ級保持者はＡ級、Ｂ級をそれぞれ受験することはできない。

　　　３．競技長認定番号、競技長認定日は、Ａ級受験者（Ｂ級保持者）が記入する。

　　　４．講習年月日、講習会場は、過去において受講した公認講習会又は公認研修会を記入する。

　　　５．実務経験は、Ｂ級受験者は（Ｂ）のいずれかに○を、Ａ級受験者は（Ａ）に○を付ける。

　　　６．競技会の企画、運営とは、実行委員会に加わり、競技会全体の企画や運営に参画した場合をいう。

　　　７．Ｂ級受験者の受験資格は、競技会の企画、運営又は競技長補佐を２回以上経験することを条件とする。ただし、

　　　　このうち１回は公認講習会又は公認研修会を事前に受講することにより、実務経験扱いとすることができる。

　　　８．Ａ級受験者の受験資格は、Ｂ級競技長取得後２年を経過し、その間Ｂ級としての競技長実務を１回以上経験す

ることを条件とする。

　　　９．添付資料は、実務経験を証明する競技会役員名簿のコピーを添付するものとする。

　　　１０．主催者は、本申請書を確認し、受験資格が満たされない場合は、受験させないものとする。
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